
令和5年度 Digi-PoC TOYAMA（デジポックとやま）

採択プロジェクトの一例



1観光地の利便性向上

• 立山駅周辺の駐車場内や道路において、超音波センサーやカメラを設
置した車両カウント、現地サイネージ等での駐車誘導により、渋滞・立
ち往生等を解消する。

提案者

株式会社センサーズ・
アンド・ワークス

実証実験の概要
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2

• 路線バスの遅延や早発を少なくするため、ロケーションデータを解析し、
最適なバスダイヤを作成する。

公共交通の満足度向上

提案者

株式会社トラフィック

ブレイン

実証実験の概要
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自動ダイヤ改正支援システム「Dia Brain」

全路線の遅延を一覧
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遅延箇所を特定

遅延の少ないダイヤ
を自動生成

バスロケーションシステムの運行データ 最適なバスダイヤを作成し、遅延を解消

解
析

速度・所要時間(中央値)

数字
・所要時間[分]
色
・速度[km/h]

神通大橋
の手前

富山大橋
の手前

有沢橋

萩原橋

石金
交差点

総曲輪
付近

富山駅
付近

蓮町駅でフィーダーバス
から乗換失敗が頻発？

速達化には、公共交通優先の車線・信号運用、交通量削減が必須
鉄軌道も含め神通川横断の交通分担のあり方を変えていく必要がある



3建設業のデジタル化・DX推進

• 豪雨災害における被災前後の衛星データを解析する。

• 被災箇所の見える化により、災害復旧の迅速化や現場確認・点検業
務を効率化する。

提案者

松嶋建設株式会社

実証実験の概要

※衛星画像ASNARO-2に基づき作成（NECネッツエスアイ㈱提供）

被災箇所 解析イメージ

【特徴】
■広範囲における被災箇所を
大小の程度により 「色」でわかりやすくし
「見える化」することにより、点検確認を
効率化
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